
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

B B B 教務

A A A
ＩＣＴ推進

B B B 教務（道徳教育等）

B B B
生徒指導部

B A A 生徒会

B B B

B B B

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進 A A B 教頭

●特別支援教育の充実 A A A 保健部（特別支援）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通○･･･学校独自◎･･･志を高める教育★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

２SAGAスクール・ミッション

学校教育目標

・北部地区唯一の総合学科高校として、多様性を生かすとともに、その特徴を磨き上げ、県内外から生徒を呼び込む魅力的な学びを実践する。
・デジタルを活用し、実践的でクリエイティブな人材や、国際感覚豊かな人材を育成するとともに、東松浦の資源を活用した地域との協働を通して、地域社会に貢献する人材を育成する。

３スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
Ａ：十分達成できている
Ｂ：おおむね達成できている
Ｃ：やや不十分である
Ｄ：不十分である

学校名 佐賀県立唐津青翔高等学校

１前年度

評価結果の概要

・全ての評価項目が「おおむね達成できている」という評価だった。地域連携においては連携先の拡大ができ、探究活動の充実を図ることができた。
・全国募集での第１期生が誕生したが目標入学者数には至らなかった。住環境の整備も含め今後の課題である。
・３年生の進路決定率は100％を達成することができた。引き続きキャリア教育の充実を図りながら、今後は進学指導にも力を入れた校内体制を確立したい。

４本年度の重点目標

〇探究学習の充実、コンソーシアムや地域の学びの場を活用した課題解決学習等の取組
〇唐津青翔高校TSUNAGARUプロジェクトの推進教育課程の見直し、全国募集の推進、交流拠点や自宅外生の
生活環境の整備
〇生徒の主体性を育む支援の推進（させる指導から支える指導への転換）

・自己と真摯に向き合って将来を考え、進路実現に向け
努力する生徒。
・総合学科の学習に興味を持ち、自己の能力を高め、専
門的な知識や技能の習得に努めようとする意欲を持った
生徒。

〇学習や行事、生徒会活動、部活動等において、地域と連携・協働した体験活動や探究活動に取り組む。
〇少人数指導や学び直し等を通して、個に応じたきめ細かな指導・支援を実践する。
〇生徒の適性や進路志望に応じた多様な学びができる教育課程を設定する。
〇「産業社会と人間」等を通して、個々のキャリア発達を促すための系統的な教育を実践する。
〇ＩＣＴ機器を活用した学びや交流、体験に取り組む。

〇学校や地域での活動を通して一人一人の違いを理解するとと
もに、自己を管理する能力。
〇地域社会や文化に関心をもち、その中で課題を見つけ、協働
的な学びを通して課題解決に取り組もうとする力。

５重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

●学力の向上

○基礎学力向上に向けた、学習習慣定着のための指導
の実施
〇きめ細やかな学習指導の実施

〇朝の青翔タイム（学び直しの時間）を継続的に行うなかで、基礎
的な学力の定着を目指す。
★「学校で学習することで、自分ができることやしたいことが増えて
いる」とする生徒数を７５％以上にする。

・職員は早めに教室に行き、８時３０分から落ち着いた雰囲気で青
翔タイムを始める。
・少人数学級編成を行う。授業では、少人数指導、TT、学び直し等
を実施し個に応じたきめ細やかな指導・支援を行う。

青翔タイムは学年ごとに就職試験に向けた一般常識
や漢字の書き取りなど生徒の必要に応じた課題を準
備し、実施できている。授業では習熟度によって分け
られた少人数指導やティームティーチングを行い、き
め細やかな指導を引き続き実施する

青翔タイムの時間に生徒の必要に応じた課題を各学年で準
備し、取り組むことができた。また、授業では習熟度により分
けられた少人数指導やティームティーチングの継続だけでな
く、学習会を実施しさらにきめ細やかな指導を行った。（数値
目標結果：生徒65.6％　職員66.7％）

「できることが増えている」という項目にお
いて数値の向上が見られる。取り組みが
生徒に届いていると判断できる一方、目標
数値に対する評価の仕方が分かりづらい
点もあり、次年度への課題としていただき
たい。

○ICT活用教育の実施 ○社会に貢献する人材の基礎となる能力の育成のため、１年次生
の80％以上が全商ビジネス文書実務検定3級相当の能力を身に
着ける。
〇授業の効率化や生徒への多角的支援に向け、ICTを利活用して
授業を実施している教員を70％以上にする。

・情報Ⅰなどコンピュータを利用する授業では授業の導入でタイピ
ング練習を実施する。
・ICT機器の利活用方法を職員に周知し、利用している職員の意見
交換等も行う。

情報Ⅰの授業ではティームティーチングで丁寧にタイ
ピングの指導ができた。情報Ⅱの授業では、生成AIを
活用してゲームプログラミングを行うことができた。ICT
機器の活用については支援員の協力を得ながら実施
できている。

情報Ⅰの授業ではティームティーチングで丁寧にタイピング
の指導ができた。情報Ⅱの授業では、生成AIを活用してゲー
ムプログラミングを行うことができた。ICT機器の活用につい
ては支援員の協力を得ながら実施するできた。（数値目標結
果：生徒61.6％　職員63.7％）

生成AIワークショップの開催および情報Ⅱ
の開講を通した推進が奏功しているのだろ
うが、「できることが増えている」という項目
で数値の向上が見られることから、学校の
取り組みが生徒に届いていると判断でき
る。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

〇学校評価アンケートで「豊かな心を身に付ける教育活動が行わ
れている」と回答する割合を７０％以上（生徒・保護者・職員で）に
する。

・ＨＲ活動では、本校の生徒に理解しやすい内容の講話を行い、感
想を書く時間を設ける。
・事前学習をできる限り行い、メモ用紙を準備する。
・日々の授業や会話の中でも、生徒に豊かな心を身に付けるため
の情報を発信する。

HR活動や青翔タイムを活用して、講話・面談・読書な
ど自分自身の心を向き合う時間を確保した。講演会の
後や授業のまとめとして感想文を書かせることで、内
容を整理するだけでなく、社会性や道徳心を養う機会
となっている。

講話を依頼する際には、外部講師の先生に生徒の現状を伝
えることで本校の生徒にあった内容となり、生徒の理解を深
めることができた。（数値目標結果：生徒56.8％　職員：
72.7％）

取り組みに対し一定の評価はできるが、た
とえば講演会の内容を吟味するなど、より
良い教育活動になるための努力や工夫に
まだ余地があると思われる。そのあたりを
次年度へ向けて取り組んでほしい。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○「いじめの早期発見・早期対応に努めている」と回答した教員を
９０％以上にする。

・年に３回以上、学校生活アンケートを実施して、いじめの早期発
見に努める。
・全校集会や担任等を通して、いじめ問題やＳＮＳ・ライン等の適切
な利用について指導する。
・いじめと思われる場面を覚知した場合、学年主任・担任・教育相
談等に報告し、情報を共有し、早期に対応する。

いじめが発覚した場合は、学年団、管理職と情報共有
を速やかに行い、対応した。SNSを利用したいじめが
多く発生した。SNSの活用の仕方を粘り強く指導した
い。また、状況に応じて、警察などの外部機関との連
携をはかり、いじめ問題の確実な解決を目指した。

学年団や管理職との情報の共有化を速やかに行い、いじめ
の拡大防止や未然防止に努めた。また、教育相談とも連携
し、幅広く生徒対応ができていた。アンケートの活用や生徒、
関係職員への聞き取りなどを通して、いじめの状況を把握し
た。

いじめに関しては何といっても命にかかわ
る問題である。また内在化することが多く
深刻な問題でもある。アンケート結果は職
員と生徒の受け取り方の違いを表してい
る。これまで以上に生徒の観察をお願いし
たい。

○自己肯定感の醸成 〇「自分には良いところがある」と回答する生徒を６５％以上にす
る。

・広報拡大WGとの連携を強化し、公式インスタグラム等で生徒会役
員や部活動部員の活動様子、対外試合結果等を適時アップする。
・生徒会が中心となって現状に見合った学校ルールの提案を行い、
楽しくて過ごしやすい学校づくりを目指す。

新学科開設に向け、インスタグラム等にて本校の魅力
発信を行っている。その効果として生徒会や系列活動
そして行事等への関心が高まっている。引き続き、生
徒の学校生活満足度と自己肯定感・規範意識を高め
られる運営・活動を行う。

本校生徒の系列活動そして行事等に対する校外からの評価
は高まっている。それに合わせて生徒会総務役員はこれまで
になく主体性をもち、よりよい学校づくりのため積極的に学校
ルールやゴミゼロ活動を提案・実施した。生徒会総務役員一
人ひとりがやりがいを実感し活動している。今後も生徒会とし
て全校生徒の意識向上につながる取り組みをしていきたい。

学校の取り組みと生徒の成長の良い循環
が生まれている。一方で、せっかく自分た
ちが素晴らしい取り組みや成長を遂げてい
ることに気づいていない生徒もまだ多い。
褒める機会を増やすことなどを含め、さらな
る教育活動の充実をお願いしたい。

食に関する問題は、一人一人に何が合っ
ているのか実態が捉えにくい。朝食を抜い
た方が調子が良いという生徒もいるだろう
し、多面的視点で眺めることも必要かもし
れない。 保健部

○綺麗で安心・安全な学校づくり 〇校内が安心安全な環境となるよう整備点検に努め、ゴミの持ち
帰りをはじめとする校内環境美化や教室の整理整頓に取り組んで
いると感じる人の割合を８０％以上にする。

・校内の安全点検を隔月で実施する。
・各クラス美化係による清掃活動や環境保全活動を実施する。
・さわやか清掃活動(校内外ボランティア活動）を前・後期各1回実施
する。

・定期安全点検を全職員で分担し、隔月で実施。指摘
箇所は施設担当者と連携し、速やかに対応した。
・さわやか清掃活動を２回計画、1回実施した。

学校評価アンケートで「綺麗で安心な教育環境を作っている」
と答えた保護者は63.4％、生徒は56.8％、職員は97.0％で
あった。環境美化等に取り組んだ内容を紹介するとともに、ご
みの持ち帰り等の声掛けを細やかにしていきたい。

B評価ではあるが、来校時には綺麗な学
校という印象。ただし、花を植えるとかもっ
と美的に美しくできる余地はあると考える。

●健康・体つくり

○望ましい食習慣と食の自己管理能力の育成 ○「健康に良い食事をしている」生徒８０％以上にする。 ・朝食摂取状況調査を行い、学校としてできることを検討したいと考
える。日頃のHRでの声掛け、家庭科の授業、保健だよりや食育だ
より、青翔ニュースなどをとおして、食育を推進し、生徒・保護者の
意識を高め、目標を達成できるようにする。また、玄海町に協力し
ていただき、講演会などを行いたいと考えている

食事・健康に関する調査を行った。栄養バランスの取れる食事が
どのようなものかを理解している生徒は97％と高いが、毎日3回
食事をしている生徒は51.1％と実態とはかけ離れている。高校生
目線の食育だよりを発行し、青雲ホールに掲示した。また玄海町
の協力のもと、減塩教育と特産品を利用した調理実習を行った。

食事・健康に関するアンケートを詳細に分析すると食べ物の
好き嫌いのある生徒が52.4%とかなり高いことが分かった。そ
のことが食事への興味関心を低くさせていると考えられる。食
事の大切さを理解させるために食材の良さや料理の仕方で
おいしく食べることができることをさらに訴えていきたいと考え

○特別支援教育に関する教職員の専門性と意識の向上 ○特別支援教育に関する意識が向上したと回答する教職員を８
０％以上にする

・授業のUD化の促進や特別支援教育に関する研修会の実施
・関係者間での情報共有の場の設定

・特別支援教育職員研修会を6月に実施。生徒対象全6コマ
の「ピアサポートプログラム」に全職員が1回は参加した。
・「高校通級に関する研修会」は11月末に実施予定。

自校での研修会、夏季休暇中の校外研修を積極的に計画、
案内し、多くの教職員が参加した。通級スタートに向け、更な
る研鑽の機会を計画していきたい。

生徒の実情に合わせて前向きな取り組み
がなされていると考えられる。

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を遵守す
る。
○教職員の年次休暇取得平均日数を１４日以上とする。

・定時退勤推進日に限らず積極的に定時退勤を勧め、日頃から計
画的な年次休暇の取得を呼びかける。
・職員一人一人が日常業務におけるタイムマネジメントを行い、適
正なワークライフバランスとなるように業務改善の意識を高める。
・「ゼロの日」に交通安全、インシデント防止の注意喚起を行う。

・積極的に休みを取得できる雰囲気作りについては一定の
達成度を感じられるものの、長時間勤務職員が数名おり、
改めて呼びかけを強化する必要性がある。
・現代的なワークライフバランスについて、職員間で問い直
す機会がなかなか取れなかった。今後改善したい。
・呼びかけはしており、職員の事故等も起きていないことは
評価できるが、さらに注意喚起を促す必要性を感じる。

・積極的に休みを取れるような雰囲気づくりはできており、達
成度はあったと思うが、5日未満の年休取得者や月１００時間
勤務の職員がいるなど、次年度への課題も残した。
・職員のレクレーションやリレーマラソン参加など、職員の親
睦を深める機会が多く、職場の雰囲気は良好であった。労災
や交通事故、メンタル不調による病休者が出なかったことは
前向きに評価できる。また交通事故ゼロも達成できた。

限られた職員であろうが、月１００時間超
過、年休消化５日未満というのは必ず改善
すべき状況だと考える。全体的には改善
が図られていると考えられる。

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

★唯一無二の誇り高き学
校づくり

★SAGA唯一無二の学校魅力化促進事業の促進
・生徒の県外募集（県境対策）の促進
・生徒の全国募集の促進
・カリキュラムの磨き上げによる新しい教育内容の実
現

・県外入学者数近隣県2名
・全国募集入学者数５名
・授業内容・学校生活に満足する生徒を増やし「自分の学校を中
学生に勧めることができる」とする生徒を75％にする。

・学校公開日に唐津青翔高校でしか学べないｅスポーツやゲーム
プログラミングの体験会を実施。
・県外での個別相談会を実施。
・学びの魅力を強くＰＲする広告の作成・発信。
・生徒の成長度を可視化するポートフォリオの作成。

A

・体験入学において、現役プロプレイヤーやプロチー
ムのオーナーなどを招いたeスポーツ体験会および
ゲームプログラミング体験会を実施。
・地域みらい留学東京合同説明会に２回４日間参加。
・イベントごとのフライヤー作成、発信を行った。

A

・県外入学者数近隣県 目標２→見学４名、特別選抜志願１名
・全国募集入学者数 目標５→見学1５名、特別選抜志願８名
・自分の学校を中学生に勧めることができる 目標75→62.9％
目標値を達成できなかった項目もあるが、特別選抜受検者が
前年度の12名に対し、今年度42名となり、青翔高校の魅力を
伝えることができた。

A

大きな成果が上がっていると思われる。今
後は進路出口の一層の充実を図ることで、
さらなる魅力創出につなげていってもらい
たい。そうすることで本校を希望する生徒
も増えていくだろうし、入学した生徒の満足
度も向上すると思われる。

教頭・主幹教諭・企画部
進路・教務・学年・系列

★TSUNAGARUプロジェクトの推進
・進学指導と進路につながる探究学習の研究
・寮/交流拠点の整備、域外生の生活環境の整備

・魅力化評価システム「地域の人や課題などにじかに触れる機会
がある。（70％）」
・域外生のホームステイ型下宿先確保「２軒」

・教務部・進路指導部・企画部とプロジェクトチームを編成し、こまめ
に協議を実施。
・「産社」「総探」と各系列の学びを系統的に繋いだ授業を実施す
る。
・系列授業を中心として、地元イベントへの参加や住民との積極的

A

・産社のキャリア教育、２年生のインターンシップ、３年生の
課題研究を繋いだカリキュラムを作成し、授業を実施。
・きてろ祭をはじめ、地域イベントに参加。コンソーシアムマ
ネージャーの協力を仰ぎ、地域資源を生かす系列の授業を
実施。

A

・地域の人や課題などにじかに触れる機会 目標70→62.1％
・域外生のホームステイ型下宿先確保 目標２軒→2軒、その
他シェアハウス5名分
コンソーシアムをはじめ、地域の方々の協力のもと、系列を中
心に地域資源を生かした授業に取り組むことができた。

A

他校に比べても地域との関わり合いが強
く、「チーム学校」として取り組もうとしてい
る様子がうかがえる。今後はコンソーシア
ム連携がますます深まり、地域資源を生か
した授業実践が増えていくことを期待した
い。

教頭・主幹教諭・企画部
進路・教務・学年・系列

○キャリア教育・進路指導

◎キャリア教育の充実による進路意識の向上
○大学進学指導体制の構築

○キャリア教育に関する年度末の調査で、「働くことの意義につい
て考えることができた」と回答する１、２年生の割合を８０％以上と
する。
○３年生の進路決定率を１００％とする。

・キャリア教育支援事業や企業、地域等の力を活用した講習やガイ
ダンスを実施する。
・来客対応を丁寧に行い、情報を提供し、生徒の意識向上を図る。
・面接指導や進路検討会を充実させる。
・大学進学希望者のための対策を検討し、実施する。

B

・各学年と今後に対応した進路ガイダンス、上級学
校、企業訪問が実施できている。
・３年生の進路決定率が53．8％である。引き続き
100％を目指したい。

A

・県のキャリア教育支援事業、専修学校啓発事業、民間企業
等の力を活用して、各学年の実情に合った校内外のガイダン
スを実施し、進路意識の向上につなげることができた。
・１月末現在で進路が決定していない３年生に対しては、それ
ぞれが抱えている事情に応じて粘り強く指導を続けている。

・公式インスタグラムのフォロワー数 目標1200人→1838人
・中学生・保護者に選ばれる効果的な広報を検討し、実践し
ている 目標75→64.3
県外生、中学生への広報と共に在校生・及び保護者への広
報を青翔NEWS,インスタグラム、はなまる連絡帳などで発信し
たがもう一工夫必要である。

A

他校と比べ大変充実した広報活動を展開
していると思う。インスタグラムに関しては
フォローしていなくても閲覧している人が多
いみたいで、今後も楽しみである。

事務長・主幹教諭・企画
部・事務部

６総合評価・

次年度への展望

・設定目標に対して、前向きな評価がなされた。コンソーシアムの協定が結ばれる記念の年にふさわしく、地域連携が例年以上に充実したものとなった。今後はさらなる関係強化に努めていきたい。
・これまでの地域みらい留学に係る地道な活動が実り、過去最高の県外受検者志願数となったことはたいへん励みになった。今後は広報をさらに強化し地元生も巻き込みながら発展を目指したい。
・業務改善・教職員の働き方改革の推進については、これまでも呼びかけを強化しているが、特に長時間勤務・年休取得については、職員にこれまで以上に当事者意識を持ってもらうよう促していきたい。
・来年度は新学科がスタートすることもあり、授業内容の充実、生徒の安全安心の確保、進路先の開拓等、校内のさまざまな領域を充実させるとともに、令和９年度から開始予定の学校寮の建設・運営をはじめとする住まいや食事の整備、新学科カリキュラム内の講師選定など、一つずつクリアしていきたい。

A

進路指導部を中心に熱心に指導していた
だいている。まずはやりたいことに挑戦し
たくなるような促しをしてもらいたい。そして
生徒の挑戦を褒めるような機会を学校だけ
ではなく地域の大人の方も心がけられたら
と思う。

進路指導部

〇広報の充実

○県内外の中学生、保護者に選ばれる効果的な広
報の検討と実践

〇公式インスタグラムのフォロワー数を1200人以上にする。
★学校評価アンケートで「中学生・保護者に選ばれる効果的な広
報を検討し、実践している」と回答する保護者を７５％以上にする。

・SNS、YouTube等での配信をこまめに行う。
・動画の作成を中心に学校の魅力を在校生の声を通して地域や中
学生に伝える。
・学校広報関連（HP・パンフレット・青翔ニュース）を充実させる。
・オープンスクールの広報を玄海町や企業と連携し、効果的に行
う。

A

・eスポーツ関係者との繋がりを目指して、公式Xを開設。
・県、企業と協力し学校パンフレットの作成や学校ホーム
ページを通して情報発信に努めた。
・オープンスクールは玄海町の協力のもと、昨年の３倍近
い反響を得た。

A


